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【第4回定例会（令和7年 12月 12日招集　会期 4日間）＊ 1日間で議了】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容

１．�工事請負契約等の締結に
ついて

令和 7年第 3回村議会定例会（9月 17 日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 1のとおり）

２．寄附の受納について 令和 7年 9月 1日から 11 月末日までの寄附の受納状況
・ふるさと振興事業基金　2件　200 万円
・ふるさと応援寄附金　219 件　587 万 9 千円

３．諸要望について ⑴ �10 月 24 日、オホーツク圏活性化期成会において、管内の懸案事項につい
て、北海道並びに管内選出北海道議会議員に対して要望しました。

⑵ �11 月 13 日、高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会において、
各関係省庁並びに道内選出の国会議員に対して、次の事項を要望しまし
た。

【高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会要望事項】
　○旭川・紋別自動車道の事業推進
　・「遠軽～上湧別道路」の整備促進について
　・「上湧別～紋別」間の調査促進について
⑶ �11 月 17 日、全国過疎地域連盟北海道支部において、道内選出の国会議員
に対して、次の事項を要望しました。

【要望事項】
　①過疎対策事業債及び辺地対策事業債の確保について
　②過疎対策事業の拡充について
　③集落対策支援の強化について
　④過疎市町村の税財源の確保・充実について
⑷ �11 月 18 日、北海道酪農振興町村長会議並びに公社営畜産事業推進協議会
において、酪農畜産の持続的な発展と、草地畜産基盤整備事業の計画的な
推進について、農林水産省並びに道内選出の国会議員に対して要望しまし
た。

⑸ 12 月 7 日、自由民主党移動政調会が行われ、次の事項を要望しました。
【要望事項】
　①国道 239 号線天北峠の視距改良工事の早期完成について
　②主要道道遠軽雄武線（上藻地区）の整備促進について
　③道営草地畜産基盤整備事業（草地整備型）の推進について

■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

報告第 1号 専決処分した事件の報告につ
いて

下記契約について、「数量変更等」による設計変更
を行うため、契約金額の変更を行った専決処分に
ついて報告を受けました。
（契約名）中興部六興線道路改良工事
（契約の金額）5,720 万円を 5,811 万 3,000 円に変更

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

承認第 1号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 7年度一般会計補正予算（第 7号）
バイオガスプラントみかん栽培ハウスの温水配管
の補修に要する費用の増額補正について審議しま
した。
（補正額）1,150 万円
（補正後予算総額）29 億 7,359 万 2,000 円

原案承認

議会通信
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

承認第 2号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 7年度一般会計補正予算（第 8号）
スポーツ・文化全国・全道大会出場補助金に係る
増額補正について審議しました。
（補正額）44 万 2,000 円
（補正後予算総額）29 億 7,403 万 4,000 円

原案承認

承認第 3号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 7年度一般会計補正予算（第 9号）
ALT住宅の給湯ボイラー更新に要する費用の増
額補正ついて審議しました。
（補正額）22 万円
（補正後予算総額）29 億 7,425 万 4,000 円

原案承認

議案第 1号 オホーツク町村公平委員会を
共同設置する地方公共団体の
数の増加及びオホーツク町村
公平委員会規約の変更につい
て

令和 8年 4月 1日から、オホーツク町村公平委員
会に斜里町が加入することに伴う、自治体の数の
変更と規約の変更について審議しました。

原案可決

議案第 2号 西興部村職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例の
制定について

人事院が国に対して行った勧告に準じて、職員の
給与等の改正を行うため、条例の一部改正につい
て審議しました。

原案可決

議案第 3号 西興部村特別職の職員で常勤
のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例
の制定について

職員の給与等の改正に準じて、期末手当の支給割
合を改正するため、条例の一部改正について審議
しました。

原案可決

議案第４号 西興部村議会の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

常勤で特別職の給与等の改正に準じて、期末手当
の支給割合を改正するため、条例の一部改正につ
いて審議しました。

原案可決

議案第 5号 第 1号会計年度任用職員の報
酬、期末手当、勤勉手当及び
費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定につい
て

職員の給与等の改正に準じて、期末手当及び勤勉
手当の支給割合を改正するため、条例の一部改正
について審議しました。

原案可決

議案第 6号 第 2号会計年度任用職員の給
与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

職員の給与等の改正に準じて、給料表を改正する
ため、条例の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 7号 西興部村火入れに関する条例
の一部を改正する条例の制定
について

気象庁が発表する注意報において「異常乾燥注意
報」が「乾燥注意報」に変更されていることから、
条例中の文言を改正するための条例の一部改正に
ついて審議しました。

原案可決

議案第 8号 令和 7年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 10 号）
事業費の確定に伴う予算の減額のほか、人事院勧
告に準じた職員給与、札滑排水路更新工事などの
増額補正及び地方債限度額の変更について審議し
ました。
（補正額）4,228 万 6,000 円
（補正後予算総額）30 億 1,654 万円

原案可決
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事
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事
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事
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事
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。
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お
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す
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す
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。
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ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村

の
総
合
計
画
の
将
来
ビ
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介
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

議案第 9号 令和 7年度西興部村国民健康
保険事業特別会計補正予算案
について

国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号）
一般被保険者医療給付費の減額のほか、子ども・
子育て支援金制度対応システム改修に要する経費
の増額補正について審議しました。
（補正額）78 万円
（補正後予算総額）1億 1,453 万 4,000 円

原案可決

議案第 10 号 令和 7年度西興部村後期高齢
者医療特別会計補正予算案に
ついて

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）
北海道後期高齢者医療広域連合に対する負担金及
び子ども・子育て支援金制度対応システム改修に
要する経費の増額補正について審議しました。
（補正額）188 万 3,000 円
（補正後予算総額）2,351 万 3,000 円

原案可決

議案第 11 号 令和 7年度西興部村介護保険
特別会計補正予算案について

介護保険特別会計補正予算（第 2号）
介護予防・生活支援サービス事業費の増額のほか、
介護報酬改定等に伴うシステム改修に要する経費
等の増額補正について審議しました。
（補正額）239 万 1,000 円
（補正後予算総額）1億 4,910 万 9,000 円

原案可決

議案第 12 号 令和 7年度西興部村簡易水道
事業補正予算案について

簡易水道事業会計補正予算（第 3号）
収益的収入及び支出、資本的収入及び支出におい
て、それぞれの事業費の確定に伴う減額補正等に
ついて審議しました。
【収益的収入及び支出】
（補正額）△ 176 万 2,000 円
（補正後予算総額）8,170 万円 8,000 円
【資本的支出】
（補正額）△ 221 万 9,000 円
（補正後予算総額）5,182 万円

原案可決

議案第 13 号 令和 7年度西興部村下水道事
業補正予算案について

下水道事業会計補正予算（第 3号）
収益的収入及び支出における事業費の確定に伴う
減額補正等のほか、資本的収入及び支出における
終末処理場管理等の非線形解析耐震診断に要する
経費の増額補正及び企業債限度額の変更について
審議しました。
【収益的収入及び支出】
（補正額）△ 32 万 2,000 円
（補正後予算総額）1億 666 万 5,000 円
【資本的支出】
（補正額）640 万 5,000 円
（補正後予算総額）9,411 万 6,000 円

原案可決
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 別表1　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R7.9.19 公 民 館 電 動 ス ク
リ ー ン 取 付 工 事 ㈱小林舞台システム R7.9.19 R7.10.28 1,980,000 1,980,000

R7.9.30 Office365役場分ライセンス
利 用 委 託 業 務 ㈱ 小 柳 中 央 堂 R7.9.30 R7.10.31 1,062,600 1,430,000

R7.9.30 令和７年度西興部村有施設
消 防 用 設 備 等 点 検 業 務 北海道総合防災設備㈱ R7.9.30 R7.12.22 1,071,400 1,139,281

R7.10.3 村 有 林 新 植 事 業 オ ホ ー ツ ク 中 央
森 林 組 合 R7.10.3 R7.12.19 2,090,000 2,192,300

R7.10.9 除 雪 管 理 シ ス テ ム ワイズ公共データシス
テム㈱北海道営業所 R7.10.9 R8.3.31 2,145,000 2,156,000

R7.10.28 村 道 除雪委託業務 N o . 1 ㈱ 郡 土 木 R7.10.28 R8.3.31 16,060,000 16,203,000

R7.10.28 村 道 除雪委託業務 N o . 2 島 田 電 気 ㈱ R7.10.28 R8.3.31 8,635,000 8,745,000

R7.12.3 北電柱変更に伴う村光ケーブル
支 障 移 転 工 事 （ 忍 路 子 ） N T T 東 日 本 ㈱ R7.12.3 R8.3.25 1,925,000 1,947,000
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進
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進
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る
一
貫
し
た
切
れ
目
の

な
い
相
談
・
支
援
体
制
は
、
保
護
者
が

孤
立
し
な
い
メ
ン
タ
ル
面
の
ケ
ア
と
し

て
、
重
要
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
村
全
体
で
支
え
る
視
点
の
も
と
、
経

済
的
困
難
を
抱
え
て
い
る
家
庭
に
お
い

て
も
生
ま
れ
育
つ
環
境
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
等
し
く
成
長
の
機
会
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。
加
え
て
、

保
育
や
働
き
方
に
応
じ
た
支
援
と
し

て
、
保
育
所
の
一
歳
か
ら
三
歳
未
満
児

の
受
け
入
れ
や
土
曜
日
保
育
や
延
長
保

育
、
一
時
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に

よ
り
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
環

境
も
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
子
育
て
家
庭
の
実

情
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
必

要
な
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
と
子
育
て
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
施
策
の
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

以
上
を
申
し
上
げ
、
吉
水
議
員
の
ご

質
問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

村
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画
に
沿

っ
て
、
ま
た
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て

様
々
な
支
援
の
拡
充
を
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
的
に

ど
こ
ま
で
支
援
す
る
の
か
、
そ
し
て
、

村
の
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
な
っ
て
欲
し

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

�

（
再
答
弁
）

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
親
や
家

庭
が
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な

支
援
、
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

ま
た
家
庭
で
の
出
産
・
育
児
に
抱
い
て

い
る
不
安
を
解
消
す
る
と
い
っ
た
こ
と

が
必
要
で
す
し
、
ま
た
国
と
し
て
も
人

口
減
少
に
対
し
て
様
々
な
支
援
制
度
を

実
施
、
拡
充
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
年
齢
的
に

は
、
や
は
り
い
わ
ゆ
る
子
育
て
支
援
と

し
て
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
結
婚
・
出
産
、
そ
れ
か

ら
育
児
・
教
育
と
い
っ
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
高
校
卒
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業
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
単
な
る
子
育
て
支
援
だ
け
で

は
な
く
、
人
口
減
少
対
策
で
考
え
ま
す

と
、
今
の
時
代
、
大
学
等
に
も
多
く
の

方
が
進
学
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、

出
生
が
少
な
い
中
で
、
一
人
で
も
こ
の

村
に
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
本
年
度
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
給
付
型
の
奨
学
金
の
制
度
を
作
る

な
ど
し
て
支
援
し
、
そ
の
後
も
、
こ
の

西
興
部
村
の
将
来
を
担
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
私
が

就
任
し
て
以
来
、
出
産
期
ま
た
は
育
児

期
、
教
育
期
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
に
お
い

て
要
望
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
施
策
は
も

れ
な
く
実
施
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

し
、
こ
の
村
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
子
ど
も
は
や
は
り
村
の
宝
で
あ
り

ま
す
の
で
、
一
人
で
も
健
や
か
に
育
っ

て
い
た
だ
く
と
い
っ
た
こ
と
と
、
ま
た

一
人
で
も
多
く
戻
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
で
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

�

（
再
々
質
問
）

村
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
は
個
人

の
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
私
と
し
て
は
、
支
援
は
義
務

教
育
ま
で
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
高
校
に
は
進

学
す
る
中
で
、
高
校
ま
で
の
交
通
費
を

支
援
し
て
あ
げ
る
の
は
、
村
に
高
校
が

な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
ま
で
は
わ

か
り
ま
す
。

た
だ
、
高
校
卒
業
後
の
給
付
型
の
奨

学
金
と
い
う
の
は
、
限
ら
れ
た
人
し
か

そ
れ
受
け
ら
れ
な
い
は
ず
で
す
の
で
、

私
は
、
基
本
的
に
は
義
務
教
育
プ
ラ
ス

高
校
ま
で
の
支
援
ま
で
で
良
い
か
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
々
答
弁
）

議
員
に
よ
り
ま
す
と
、
義
務
教
育
ま

で
の
支
援
が
子
育
て
支
援
で
な
い
か
と

い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
と

し
て
は
や
は
り
大
学
も
含
め
て
支
援
す

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
等
で
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
わ
け

で
す
が
、
大
学
で
は
な
く
て
も
、
例
え

ば
専
門
学
校
へ
行
く
の
で
あ
っ
て
も
支

援
し
て
い
く
施
策
を
考
え
て
い
か
な
い

と
、
こ
の
村
に
来
て
い
た
だ
け
る
、
ま

た
、
今
現
在
こ
の
村
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
家
族
が
、
そ
れ
で
は
こ
こ
で
は
生
活

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
転
出
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
私
と
し
て
は
本
年
度
の
政

策
に
よ
っ
て
、
高
校
の
下
宿
や
通
学
費

の
増
額
や
奨
学
金
の
制
度
を
創
設
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
は
全
て
、
単
な
る
子
ど

も
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
人
口

減
少
対
策
も
含
め
た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

■
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

�

（
質
問
者
　
吉
水
一
男
議
員
）

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
ご
質
問
い

た
し
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
は
本
村
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
菊
池
村
長
が
就
任
以
来

こ
こ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
、
そ

し
て
次
年
度
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
ま
す
。

�

（
答
弁
　
菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

私
は
、
平
成
二
七
年
一
月
に
村
民
の

皆
様
か
ら
温
か
く
厚
き
ご
支
援
を
賜

り
、
村
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
現
在
三
期
目
の
村
政
の
舵
取
り
を

託
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
長

就
任
以
来
、「
村
民
の
夢
叶
う
む
ら
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
、
村
政
の
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

ご
質
問
の
「
人
口
減
少
対
策
」
で
あ

り
ま
す
が
、
日
本
の
人
口
は
、
平
成
二

〇
年
の
一
億
二
八
〇
八
万
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
近
年
は
加

速
度
的
に
進
ん
で
お
り
、
今
年
一
月
一

日
時
点
で
は
一
億
二
〇
六
五
万
人
と
一

七
年
連
続
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

出
生
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
の
昭
和
四
八
年
の
二

一
一
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
昨
年

の
出
生
数
は
六
八
万
六
〇
六
一
人
で
、

明
治
三
二
年
の
統
計
開
始
以
来
初
め
て

七
〇
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

最
新
の
国
の
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、

今
か
ら
約
三
〇
年
後
の
二
〇
五
六
年
に

は
総
人
口
が
一
億
人
を
割
り
込
む
と
さ

れ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
大
き
な
差
が
あ

り
、
地
方
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
急
激
な
人
口
構
造
の
変
化
は

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域
経
済
活

動
や
税
収
へ
の
影
響
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

西
興
部
村
の
人
口
推
移
で
あ
り
ま
す

が
、
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
直
近
の
数

値
で
は
、
一
一
月
末
現
在
で
九
三
七
人

と
な
っ
て
お
り
、
一
〇
年
前
の
平
成
二

七
年
の
国
勢
調
査
時
の
比
較
で
は
、
△

一
七
九
人
で
、
約
一
六
％
の
減
少
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
近
隣
自
治
体

で
も
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
内
陸
部

に
位
置
す
る
滝
上
町
、
下
川
町
、
置
戸

町
、
津
別
町
な
ど
は
、
減
少
率
が
二
〇

％
を
超
え
て
お
り
、
人
口
減
少
問
題
は

農
村
部
に
お
い
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
「
私
が

就
任
し
て
以
来
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

対
策
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ

っ
た
か
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

人
口
減
少
へ
の
歯
止
め
と
東
京
一
極
集

中
是
正
、
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
に
向

け
て
、
平
成
二
六
年
に
国
が
制
定
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を

受
け
、
本
村
に
お
け
る
人
口
減
少
問
題

と
地
域
活
性
化
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

る
た
め
、
平
成
二
七
年
一
二
月
に
「
西

興
部
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
第
三
期
総
合
戦
略
の
計
画
期

間
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
住

む
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
が
実
感
で
き

る
「
村
民
の
夢
叶
う
村
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
地
域
の
「
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
一
〇
年
間
に
取
り
組
ん
で
き
た

多
く
の
施
策
が
直
接
的
又
は
間
接
的
に

人
口
減
少
対
策
に
関
連
す
る
も
の
で
あ

り
、
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
ハ
ー
ド
事

業
で
は
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
整

備
し
た
地
域
商
業
施
設
（
現
Ｑ
マ
ー

ト
）
を
は
じ
め
、
観
光
情
報
発
信
や
子

育
て
支
援
の
拠
点
で
あ
る
里
住
夢
、
酪

農
業
の
課
題
解
決
の
た
め
に
整
備
し
た

畜
産
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
、
地
域
資

源
の
活
用
を
図
る
た
め
に
整
備
し
た
エ

ゾ
シ
カ
革
な
め
し
工
房
、
村
の
大
き
な

雇
用
の
場
と
な
っ
て
い
る
福
祉
施
設
や

楽
器
工
場
の
整
備
支
援
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
向
け
た
ホ
テ
ル
森
夢
や
森
林
公

園
の
改
修
な
ど
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た

め
、
診
療
所
医
療
機
器
の
整
備
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
。
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ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
新
規
事
業
の
創

設
や
既
存
事
業
の
拡
充
、
保
育
料
や
小

中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
高

校
へ
の
通
学
・
下
宿
の
助
成
、
大
学
等

の
奨
学
金
給
付
支
援
と
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
策
を
講
じ
、
村
内
に
お
け
る
子

育
て
の
負
担
感
軽
減
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
施

策
と
し
て
、
通
院
助
成
の
拡
充
、
肺
炎

球
菌
や
帯
状
疱
疹
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
予
防
接
種
助
成
の
新
設
、

運
転
免
許
自
主
返
納
補
助
金
や
急
発
進

抑
制
装
置
補
助
金
、
買
い
物
バ
ス
利
用

補
助
金
の
創
設
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
こ

の
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
「
美
し
く
住
み
よ
い
活
力
あ

る
む
ら
づ
く
り
応
援
事
業
」
な
ど
、
村

で
の
生
活
が
楽
し
め
る
よ
う
、
村
民
の

皆
さ
ん
が
自
主
的
に
企
画
す
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
の
支
援
や
、
定
住
に
向
け
た

持
ち
家
建
設
奨
励
補
助
金
の
拡
充
、
快

適
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
の
創
設
、
起
業
や
中
小

企
業
振
興
を
目
的
と
し
た
「
中
小
企
業

等
ふ
る
さ
と
創
造
支
援
事
業
」
の
創

設
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
積
極

的
な
活
用
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
業

へ
の
各
種
支
援
な
ど
、
誰
も
が
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
村
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
「
人
口
減
少
対
策
の
成
果
」
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
全
国
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
人
口
は
減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
と
お
り
、
私

が
村
長
に
就
任
し
た
一
〇
年
前
と
比
較

し
た
人
口
減
少
率
は
、
内
陸
部
の
町
で

二
〇
％
以
上
で
あ
り
ま
す
が
、
本
村
は

約
一
六
％
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
今
年

一
月
一
日
現
在
の
高
齢
化
率
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
村
は
三
六
・
五
％
で
、
道

内
一
七
九
市
町
村
の
う
ち
、
低
い
方
か

ら
五
三
番
目
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で

は
低
い
方
か
ら
五
番
目
と
、
若
者
が
就

業
や
生
活
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
お

り
、
福
祉
会
や
楽
器
工
場
の
人
材
確
保

支
援
に
よ
る
効
果
が
大
き
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、「
次
年
度
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
八
年
度
予
算
が
私
の

三
期
目
最
終
年
の
予
算
編
成
に
な
り
ま

す
。一

〇
月
に
開
催
し
た
予
算
編
成
会
議

の
冒
頭
で
、
私
か
ら
職
員
に
対
し
、

「
人
口
減
少
を
止
め
る
対
策
は
何
か
、

何
を
す
れ
ば
村
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
施
策
は
何

か
を
、
全
職
員
が
一
人
ひ
と
り
考
え
て

企
画
提
案
し
、
課
内
で
議
論
し
て
予
算

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
現

在
、
令
和
八
年
度
予
算
編
成
作
業
を
行

っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
年

明
け
の
予
算
審
議
の
場
で
お
示
し
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
、
吉
水
議
員
の
ご
質

問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

次
年
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
予
算
編

成
を
実
施
し
て
お
り
、
職
員
の
皆
さ
ん

に
企
画
提
案
を
指
示
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
村
長
自
身
は
ど
の
よ
う

な
考
え
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
再
答
弁
）

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

就
任
以
来
、
様
々
な
施
策
を
掲
げ
て
、

毎
年
進
め
て
き
た
経
過
に
あ
り
ま
す

し
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ソ
フ

ト
面
の
補
助
制
度
と
し
て
は
、
一
〇
項

目
以
上
を
拡
充
・
創
設
し
、
人
口
減
少

対
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
公
共
施
設
が
か
な
り
老
朽
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
更
新

等
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
は
私
の
任
期
三
期
目
と
し
て

の
最
終
年
に
な
り
ま
す
け
ど
も
、
こ
の

三
期
目
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
公
約
の
中
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
あ
る
程
度
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て

は
、
政
策
と
し
て
作
り
上
げ
て
き
た
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
人
口
減

少
を
止
め
る
た
め
に
は
、
住
居
環
境
が

重
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
事
業
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、

私
の
公
約
の
中
に
、
民
間
賃
貸
住
宅
の

建
設
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
今
、

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
住
み
た
い
と
い
う
方

が
多
い
中
で
、
民
間
事
業
者
に
建
設
し

て
い
た
だ
い
た
住
宅
で
実
現
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は

そ
う
い
っ
た
進
め
方
も
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
体

験
農
園
の
整
備
と
し
て
は
、
管
理
棟
の

利
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
部
で

協
議
し
な
が
ら
、
ま
た
財
政
的
な
部
分

も
熟
慮
し
た
中
で
、
も
し
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
議
会
の
方
に

も
ご
提
案
申
し
上
げ
た
い
な
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

�

（
再
々
質
問
）

や
は
り
う
ち
の
村
は
公
営
住
宅
に
頼

っ
て
い
る
の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す

が
、
公
営
住
宅
も
か
な
り
老
朽
化
し
て

き
て
、
空
き
室
も
あ
る
状
況
だ
と
思
い

ま
す
。
可
能
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

が
、
例
え
ば
、
空
い
て
い
る
数
戸
を
廃

止
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
民
間
事
業
者

の
方
に
建
て
て
も
ら
う
よ
う
な
、
そ
の

よ
う
な
考
え
方
は
な
い
か
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。

�

（
再
々
答
弁
）

急
激
な
人
口
減
少
の
中
で
、
公
営
住

宅
が
空
い
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す

し
、
老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
公
営
住
宅
に
限

ら
ず
公
共
施
設
の
改
修
・
管
理
計
画
の

策
定
を
来
年
度
以
降
や
っ
て
い
こ
う

と
、
現
在
内
部
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に

単
身
者
の
住
宅
が
足
り
な
い
部
分
も
あ

り
ま
す
の
で
、
議
員
の
言
わ
れ
ま
し
た

と
お
り
、
既
存
の
解
体
で
す
と
か
、
新

し
い
も
の
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
含
め
て
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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松岡 晃司氏  太田 知津子氏
� 中原 愼一氏  古川  彰氏

厚生労働大臣 および 北海道知事感謝状 を 受賞

民 生 委 員

この度の民生委員・児童委員の改選に伴い、退任された４名に厚生労働大臣および北海道知事の

感謝状が菊池村長から伝達されました。

この感謝状は、民生委員としてその職務に励まれ、社会福祉の増進に貢献されたご労苦に対して

受賞されるものです。

松岡晃司氏は平成 26 年 1 月から 11 年間、太田知津子氏は平成 27 年 2 月から 10 年間、中原愼一

氏は平成 28 年 12 月から 9年間、古川彰氏は令和元年 12 月から 6年間それぞれ民生委員として、地

域の人々から、生活のことや家族のこと、様々な悩み事の相談相手として親しまれてきました。受

賞おめでとうございます。

松岡 晃司 氏　　　　　　太田 知津子 氏　　　　　　中原 愼一 氏　　　　　　古川  彰 氏松岡 晃司 氏　　　　　　太田 知津子 氏　　　　　　中原 愼一 氏　　　　　　古川  彰 氏
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民生委員・児童委員が、令和 7年 12月 1日付けで改選されましたので、各地域での
相談者となる皆さんをご紹介します。

■�民生委員・児童委員は、地域に暮らす身近な相談相手として、医療や介護、子育ての不安
など、住民のさまざまな相談に応じています。そしてその課題が解決できるよう、関係機
関への「つなぎ役」になります。

民生委員・児童委員の皆さん民生委員・児童委員の皆さん

民　生　委　員

児　童　委　員

亀井　洋一 委員
（上興部東部・奥興部・札滑・東興地区）

浅野　千世 委員
（上興部西部・中部地区）

松浦　隆子 委員
主任児童委員・全村

佐々木　由紀子 委員
主任児童委員・全村

木村　美幸 委員
（西興部中央・２）

菊川　博幸 委員
（西興部３）

日下　忠之 委員
（西興部１東・１西地区）

大澤　和清 委員
（中興部・上藻・中藻・七重・忍路子）

（敬称略）

（敬称略）
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■
燃
や
す
ご
み
の
中
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
を
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん

収
集
し
た
燃
や
す
ご
み
は
村
ご
み
処

理
場
に
搬
入
後
、
紋
別
市
に
あ
る
西
紋

別
地
区
広
域
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
に
運

び
、
そ
こ
で
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
先

日
、
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
燃
や
す
ご
み
の

中
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
混
入
し

た
こ
と
が
原
因
の
小
規
模
な
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
火
災
で
は
ご
み
処
理
に
大
き
な

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
処
理

施
設
が
停
止
と
い
う
事
態
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
燃
や
す
ご
み
の

中
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
入
れ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
「
危
険
ご

み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

西
興
部
村
役
場
住
民
生
活
課
環
境
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
の

ご
紹
介

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
ご
自
身
の

年
金
記
録
の
確
認
や
将
来
の
年
金
見
込

額
の
試
算
、
各
種
通
知
書
な
ど
の
年
金

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

そ
の
他
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請
や
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
な
ど
の
届
書
の

作
成
・
印
刷
も
で
き
る
た
め
、
役
場
窓

口
や
年
金
事
務
所
に
行
く
手
間
を
省
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

）

内
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
利
用
登
録
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
令
和
８
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

２
月
19
日
㈭
～

�

３
月
23
日
㈪
「
受
信
有
効
」

https://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

siken/sennm
onnsyoku_daisotsu/

rouki/rouki_daisotu.htm
l

２
．
受
験
資
格

⑴
平
成
８
年
４
月
２
日
～

　

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵�

平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①�
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を

卒
業
し
た
者
及
び
令
和
９
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

３
．
第
１
次
試
験

　

５
月
24
日
㈰

４
．
第
２
次
試
験

　

７
月
７
日
㈫
～
７
月
10
日
㈮
の

　

指
定
さ
れ
た
日

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
厚
生
労
働
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ

（産業建設課　建築係）（産業建設課　建築係）

栗栗
くりくり

    澤澤
さわさわ

    達達
たつたつ

    也也
やや

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

西
興
部
村
の

西
興
部
村
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

新規採用職員の紹介新規採用職員の紹介西興部村

５
．
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

人
事
第
一
係

電
話
（
０
１
１
）
７
０
９
︱
２
３
１
１ 

�

内
線
３
５
０
８

住
所　

〒
０
６
０
︱
８
５
６
６

　

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１
番
１

　

札
幌
第
１
合
同
庁
舎
９
階

■
電
気
ご
使
用
開
始
に
は
通
電
（
遠
隔

操
作
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

令
和
８
年
５
月
か
ら
、
引
越
し
な
ど

に
よ
る
電
気
の
使
用
は
、
ほ
く
で
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
電
気
メ
ー
タ
ー
の

通
電
（
遠
隔
操
作
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
希
望
日
か
ら
電
気
を
使
用
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
、
契
約
を
希
望
す
る
電

力
会
社
へ
使
用
開
始
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

電
力
会
社
か
ら
の
申
込
み
を
受
け
て
使

用
開
始
日
ま
で
に
通
電
（
遠
隔
操
作
）

を
行
い
ま
す
。

電
気
の
使
用
が
決
ま
っ
た
ら
電
力
会

社
へ
早
め
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

紋
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
０
１
２
０
）
０
６
︱
０
２
２
９

�

（
ガ
イ
ダ
ン
ス
５
）

【
そ
の
他
】
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昨
年
10
月
４
日
㈯
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器

工
業
㈱
と
共
催
で
東
興
の
村
有
林
内
で

「
シ
ナ
ノ
キ
植
樹
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業
㈱
の

従
業
員
、
関
係
者
な
ど
約
50
名
で
５
０
０

本
０
・
２
ha
の
シ
ナ
ノ
キ
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
行
っ

て
お
り
、
ギ
タ
ー
の
原
材
料
と
な
る
シ
ナ

ノ
キ
を
植
樹
し
、
将
来
の
地
産
地
消
を
目

指
す
と
と
も
に
森
林
の
普
及
啓
発
活
動
と

し
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
㈱
（
代
表
取
締
役
社
長 

山
田
尚

大
氏
）
が
令
和
７
年
度
北
海
道
地
区
版
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁

村
（
む
ら
）
の
宝
」
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
選
定

さ
れ
、
去
る
12
月
17
日
に
ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
内
で
選
定

証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
は
、
農
林

水
産
省
に
よ
り
主
催
さ
れ
、
選
定
委
員
会
に
よ
り
、「
強
い
農
林

水
産
業
」、「
美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
や
所
得
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
優
良
な
事
例
と
認
め
ら
れ
た
企
業
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
㈱
が
農
山
漁
村
の
有
す
る
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
引
き
出
し
、
地
域
の
活
性
化
等
に
取
り
組
ん
だ
実
績
を
認

め
ら
れ
北
海
道
地
区
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

第５回
 未来につなごう！ 未来につなごう！
西興部村西興部村
 シナノキ植樹 シナノキ植樹

ミルクデザインミルクデザイン株式会社が株式会社が
北海道地区版北海道地区版「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」にに
� 選ばれました� 選ばれました
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去
る
10
月
16
日
、
株
式
会
社
中
神
土
木
設
計
事
務
所
様
よ
り
、
開

村
１
０
０
周
年
記
念
を
お
祝
い
し
て
、「
西
興
部
村
の
ふ
る
さ
と
振

興
事
業
の
た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
百
万
円
の
ご
寄
附
を
頂
き

ま
し
た
。

株
式
会
社
中
神
土
木
設
計
事
務
所
様
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
附
は
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠
紋
地
域
を
中
心
と
し
た

中
学
生
で
構
成
さ
れ
る
軟
式

野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
・
ア
ミ
ー
ゴ
」
が
、
昨
年

11
月
１
日
・
２
日
に
韓
国
・

ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第

２
回
Ｕ
︱
15
日
韓
親
睦
交
流
選
抜
野
球
大
会
」
に
、
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

西
興
部
中
学
校
か
ら
は
、
同
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小
笠
原
蓮
さ
ん
（
３
年
）、
津
島
風
太
さ

ん
（
２
年
）
の
２
名
が
参
加
し
、
出
発
に
先
立
ち
菊
池
博
村
長
を
表
敬
訪
問
し
、
大
会
で
の
健

闘
を
誓
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
現
地
ソ
ウ
ル
の
中
学
校
野
球
チ
ー
ム
と
３
試
合
を
戦
い
、
初
戦
は
惜
し
く
も
僅

差
で
敗
れ
た
も
の
の
、
続
く
第
２
戦
・
第
３
戦
で
は
大
差
で
勝
利
し
、
通
算
成
績
は
２
勝
１
敗

と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
試
合
で
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
出
発

前
に
誓
っ
た
と
お
り
の
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

株式会社株式会社中神土木設計事務所中神土木設計事務所様より様より
ごご寄附寄附をいただきましたをいただきました

西興部中学校生徒西興部中学校生徒がが
中学野球韓国大会中学野球韓国大会にに
出場出場しましたしました

中神土木設計事務所取締役副社長　小杉 様（右側）中神土木設計事務所取締役副社長　小杉 様（右側）
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つ
ま
ず
か
な
い 

冬
を
過
ご
そ
う
！

冬
は
気
温
が
ぐ
っ
と
下
が
り
、

体
が
思
う
よ
う
に
動
き
に
く
く
な

っ
た
り
、
外
で
は
路
面
の
凍
結
や

積
雪
に
よ
っ
て
滑
り
や
す
く
な
っ

た
り
と
、
転
倒
の
リ
ス
ク
が
増
え

る
時
期
で
す
。
転
倒
は
打
撲
や
骨

折
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
、
特

に
高
齢
の
方
に
は
大
き
な
負
担
に

な
り
ま
す
。
冬
を
安
心
し
て
過
ご

す
た
め
に
、
日
頃
か
ら
「
転
び
に

く
い
身
体
づ
く
り
」
を
意
識
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
筋
力
低
下
を
防
ぐ
】

寒
く
な
る
と
外
に
出
る
機
会
が

減
り
、
ど
う
し
て
も
運
動
量
が
少

な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
運
動
量
が

減
り
筋
力
が
落
ち
る
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
段
差
で
も
つ
ま
ず
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
筋
力
低
下
を
防
ぐ

た
め
に
家
の
中
で
で
き
る
簡
単
な

運
動
が
お
す
す
め
で
す
。

・
ス
ク
ワ
ッ
ト

①�

椅
子
に
つ
か
ま
っ
て
立
ち
、

足
を
腰
幅
に
開
く
。

②�

背
筋
を
伸
ば
し
、
後
の
あ
る

椅
子
に
座
る
イ
メ
ー
ジ
で
、

ゆ
っ
く
り
腰
を
落
と
し
、
ゆ

っ
く
り
立
ち
上
が
る
。
こ
の

動
作
を
繰
り
返
す
。

・
片
足
立
ち

①�

壁
な
ど
安
定
し
た
所
に
手
を

つ
い
て
片
足
を
上
げ
て
１
分

間
静
止
す
る
。

②
逆
の
足
も
同
様
に
行
う
。

・
つ
ま
先
立
ち
運
動

①�

椅
子
に
浅
く
座
り
、
背
筋
を

伸
ば
す
。

②�

椅
子
の
端
を
つ
か
ん
だ
状
態

で
、
両
足
の
か
か
と
を
上
げ

て
10
秒
間
静
止
し
、
ゆ
っ
く

り
下
ろ
す
。
こ
れ
を
５
回
繰

り
返
す
。

こ
れ
ら
の
運
動
を
短
時
間
で
も

続
け
る
こ
と
で
足
腰
が
し
っ
か
り

し
て
き
ま
す
。
姿
勢
を
保
つ
体
幹

を
鍛
え
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
安
定

し
、
転
び
に
く
い
体
に
近
づ
き
ま

す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し
、

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
骨
を
丈
夫
に
す
る
】

転
倒
し
て
も
骨
が
丈
夫
で
あ
れ

ば
、
け
が
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
ま

す
。
骨
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
の

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

で
す
。
牛
乳
、
小
魚
、
大
豆
製

品
、
海
藻
、
き
の
こ
類
と
い
っ
た

食
品
を
、
日
々
の
食
事
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
転
倒
予
防
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
】

外
を
歩
く
と
き
は
、
滑
り
に
く

い
靴
を
選
び
、
凍
っ
て
い
る
場
所

は
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
歩
幅
は
小
さ
く
し
、

ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

家
の
中
で
は
、
ド
ア
や
絨
毯
の

段
差
、
電
源
コ
ー
ド
、
暗
い
廊

下
、
浴
室
な
ど
が
転
倒
の
原
因
に

な
り
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
足

元
を
整
理
し
た
り
、
照
明
を
少
し

明
る
く
し
た
り
す
る
だ
け
で
も
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

＊�

冬
は
特
に
転
倒
が
多
い
季
節
で

す
の
で
、
足
元
に
注
意
し
て
生

活
し
、
怪
我
無
く
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
冬
の
里
住
夢
は
季
節
の
行
事

と
し
て
、
お
正
月
の
遊
び
を
中
心
に
雪

遊
び
や
冬
な
ら
で
は
の
製
作
、
節
分
、

お
ひ
な
様
等
、
親
子
で
楽
し
め
る
内
容

を
盛
り
だ
く
さ
ん
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

外
は
寒
く
、
室
内
で

過
ご
し
が
ち
で
す
が
、

お
子
さ
ん
は
雪
だ
る
ま

つ
く
り
や
ソ
リ
遊
び

等
、
今
の
時
期
に
し
か
で
き
な
い
遊
び

を
た
く
さ
ん
経
験
し
な
が
ら
、
寒
さ
に

負
け
な
い
体
力
作
り
も
、
こ
う
し
た
雪

遊
び
の
中
か
ら
自
然
と
身
に
つ
い
て
く

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

雪
の
上
を
歩
く
だ
け
で
も
、
子
ど
も

に
と
っ
て
は
、
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
、
脚
力
を
使
う
、
等
の
運
動
に
も
な

り
ま
す
よ
。

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
雪
遊
び
の
日
が

あ
り
ま
す
の
で
、
つ
な
ぎ
や
長
靴
、
帽

子
、
手
袋
を
用
意
し
て
、
暖
か
い
服
装

で
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

ほ
っ
と
広
場
で
は
、

お
茶
会
、
キ
ッ
ズ
サ
ロ

ン
、
助
産
師
相
談
等
、

お
う
ち
の
方
が
ゆ
っ
た

り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
お
茶
や
お
菓
子
を
つ
ま
み

な
が
ら
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

普
段
、
な
か
な
か
言
え
な
い
こ
と

を
、
講
師
の
先
生
は
じ
め
助
産
師
や
保

健
師
に
相
談
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
里

住
夢
』
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

待
っ
て
い
ま
す
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

土
・
日
・

　
　

年
末
・
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
10
月
～
３
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
―
２
１
１
４
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ALT講師の滞在記ALT講師の滞在記

秋
は
ゆ
っ
く
り
と
冬
へ
と
向
か
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
日
、
目
を
覚
ま
す
と
庭
に
30
セ
ン

チ
も
の
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
に
、
三
日
後

に
は
す
っ
か
り
溶
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
雪
が
降
る

︱
。
秋
な
の
か
冬
な

の
か
、
判
別
が
つ
き
ま
せ
ん
！　

自
然
は
決

ま
り
ご
と
な
ん
て
守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

12
月
21
日
は
冬
至
、
一
年
で
最
も
昼
が
短

い
日
で
す
。
私
が
育
っ
た
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス

は
北
極
圏
に
近
く
、
冬
至
の
日
の
昼
間
は
た

っ
た
２
時
間
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ

も
「
冬
と
暗
闇
は
永
遠
に
続
く
ん
だ
」
と
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
冬
至
が
過
ぎ
る

と
、
日
が
長
く
な
り
始
め
ま
す
。
毎
年
の
こ

と
な
の
に
、
必
ず
驚
か
さ
れ
ま
す
。「
暗
い

冬
は
ず
っ
と
続
く
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
突

然
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
、
春
へ
向
か
っ
て

い
く
の
で
す
。

今
年
の
秋
は
本
当
に
美
し
か
っ
た
で
す
。

ベ
ン
と
一
緒
に
、
色
鮮
や
か
な
紅
葉
を
た
く

さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
記
憶
違
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
去
年
よ
り
も
ず
っ
と

鮮
や
か
で
美
し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

秋
に
は
、
何
度
か
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
て

紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
黒
岳
で
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
と
リ
フ
ト
で
上
ま
で
行
き
、
山
頂
ま

で
歩
こ
う
と
し
ま
し
た
が
、
巨
大
な
岩
と
急

な
坂
に
負
け
て
し
ま
い
、
頂
上
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
山
の
上
か
ら
の

景
色
は
壮
大
で
、
周
り
を
オ
レ
ン
ジ
、
赤
、

黄
の
色
が
包
み
込
み
、
疲
れ
た
身
体
に
は
十

分
す
ぎ
る
ご
褒
美
で
し
た
。
滝
上
に
も
２
回

行
き
、
渓
谷
の
ト
レ
イ
ル
を
歩
き
、
真
紅
や

オ
レ
ン
ジ
、
金
色
の
木
々
を
満
喫
し
ま
し

た
。
滝
上
渓
谷
の
ト
レ
イ
ル
は
と
て
も
お
す

す
め
で
す
。
川
と
峡
谷
の
上
に
あ
る
、
簡
単

で
美
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。
滝
上

町
自
体
も
と
て
も
素
敵
な
場
所
で
す
。

９
月
に
は
知
床
半
島
を
探
検
し
に
行
き
ま

し
た
。
本
当
は
半
島
周
遊
の
遊
覧
船
に
乗
る

予
定
で
し
た
が
、
高
波
と
悪
天
候
で
中
止

に
。
さ
ら
に
知
床
峠
で
は
濃
い
霧
で
道
路
す

ら
見
え
な
い
ほ
ど
で
、
絶
景
ポ
イ
ン
ト
は
な

に
も
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
！　

そ
れ
で
も
、

オ
ロ
ン
コ
岩
の
急
で
細
い
階
段
を
登
っ
た

り
、
角
度
に
よ
っ
て
本
当
に
ゴ
ジ
ラ
に
見
え

る
「
ゴ
ジ
ラ
岩
」
を
見
に
行
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

こ
の
秋
の
お
気
に
入
り
の
旅
の
ひ
と
つ

が
、
旭
川
郊
外
の
当
麻
鍾
乳
洞
で
す
。
と
て

も
興
味
深
い
場
所
で
、
茶
色
や
オ
レ
ン
ジ
色

の
鍾
乳
石
が
び
っ
し
り
並
び
、
何
層
に
も
続

く
舗
装
さ
れ
た
遊
歩
道
が
洞
窟
内
を
上
っ
た

り
下
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ミ
ズ
ー
リ
州
の

石
灰
岩
の
洞
窟
に
と
て
も
似
て
い
て
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
た
こ
と
の
あ
る
長
男
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
も
う
一
度
訪
れ

て
、
も
っ
と
探
検
し
て
み
た
い
場
所
で
す
。

他
に
も
、
能
取
湖
の
真
っ
赤
な
サ
ン
ゴ
草
の

群
生
地
を
訪
れ
、
さ
ら
に
佐
呂
間
湖
や
濤
沸

湖
に
も
足
を
延
ば
し
て
、
渡
り
鳥
の
白
鳥
を

見
て
き
ま
し
た
。
私
は
鳥
が
大
好
き
な
の
で

す
。こ

の
冬
は
、
今
年
訪
れ
た
お
気
に
入
り
の

場
所
を
、
い
く
つ
か
再
訪
す
る
予
定
で
す
。

北
海
道
に
来
て
か
ら
、
山
登
り
を
し
た
り
、

噴
気
孔
や
温
泉
を
見
た
り
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
博
物
館
に
行
っ
た
り
、
熊
へ
の
恐
怖

に
怯
え
な
が
ら
も
で
き
る
限
り
ハ
イ
キ
ン
グ

を
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
の
観
光
名
所

は
、
ほ
と
ん
ど
制
覇
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
冬
は
、
新
し
い
場
所
を
探
す
よ
り
、
も
っ

と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
過
ご
す
つ
も

り
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
祝
日
に
つ
い
て
、
少
し
話
そ

う
と
思
い
ま
す
。
11
月
に
は
ア
メ
リ
カ
式
の

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
（
感
謝
祭
）
を
祝
い
ま

す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
深
く
根
ざ

し
た
、
食
べ
物
中
心
の
祝
日
で
す
。
タ
ー
キ

ー
や
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス
、
ピ
ー
カ
ン
パ

イ
を
作
る
た
め
に
、
材
料
を
探
し
て
ネ
ッ
ト

で
あ
れ
こ
れ
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

（
結
局
、
ピ
ー
カ
ン
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
）。
次
は
ク
リ
ス
マ
ス
。
ア
メ
リ
カ

で
は
一
年
で
最
大
の
祝
日
で
す
が
、
日
本
で

は
そ
こ
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

お
正
月
。
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な

行
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
は
「
世
界

共
通
」
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実
は
文

化
に
よ
っ
て
全
く
違
う
の
だ
と
知
る
の
は
、

と
て
も
興
味
深
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
日
本
で
の
生
活
が
と
て
も
魅
力
的
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
秋
、
私
は
西
興
部
の
家
の
周
り
に
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
30
個

ほ
ど
植
え
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
春
の
花
を

咲
か
せ
よ
う
と
い
う
挑
戦
で
す

︱
。
ア

ラ
ス
カ
の
凍
え
る
冬
に
戻
る
前
の
最
後
の
試

み
！　

ど
う
か
育
っ
て
ほ
し
い
。
こ
ち
ら
で
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の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
常
に
試
行
錯
誤

で
、
ア
ラ
ス
カ
で
も
あ
ま
り
上
手
で
は

な
い
の
で
す
が
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な

花
が
咲
く
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら
、
挑

戦
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
滝

上
町
の
見
事
な
芝
桜
の
光
景
が
頭
か
ら

離
れ
ず
、
芝
桜
の
苗
も
植
え
て
み
ま
し

た
。
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
う
ま
く

い
っ
た
ら
、
５
月
に
報
告
し
ま
す
ね
。

11
月
に
は
、
私
の
所
属
す
る
「
興
部

ド
ゥ
リ
ー
ム
・
コ
ー
ル
」
で
札
幌
へ
遠

征
し
、
札
幌
大
学
の
地
域
合
唱
に
関
す

る
授
業
で
歌
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
温

か
く
才
能
あ
ふ
れ
る
女
性
た
ち
の
一
員

で
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
私
が
日
本
で
過

ご
し
て
き
た
中
で
も
特
に
大
き
な
喜
び

で
す
。
中
に
は
38
年
以
上
も
歌
い
続
け

て
い
る
方
も
い
ま
す
！　

そ
ん
な

方
々
が
、
私
を
仲
間
と
し
て
迎
え

入
れ
て
く
れ
る
こ
と
に
、
い
つ
も

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
合

唱
団
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
い
つ
で
も
歓

迎
し
て
く
れ
ま
す
。
本
当
に
、
歌

う
こ
と
が
大
好
き
な
女
性
た
ち
の

集
ま
り
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
冬
の
訪
れ
と
と
も

に
素
敵
な
季
節
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
、
そ
し
て
西
興

部
の
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
と
一

緒
に
お
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
良

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

西興部西興部　　笠笠
かさかさ

松松
まつまつ

　　茉茉
まつまつ

莉莉
りり

  ちゃんちゃん 西興部西興部　　笠笠
かさかさ

松松
まつまつ

　　雫雫
　しずく　しずく

  ちゃんちゃん

ドミノドミノ コロコロコロコロガラガラガラガラ 身長計身長計

　「夢のおくりもの」事業は、新生児の誕生を祝い、木のぬくもりを感じながら健やかな
成長を願うもので、平成 25年度からスタートし、これまでに 71個を贈呈しました。
　令和 7年 3月から令和 8年 1月までに出生した 2人の赤ちゃんには、吉田副村長から
夢のおくりものとしてガラガラなどが手渡されました。

夢夢のおくりもののおくりもの
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人のうごき
（12月 31日現在）

〔9月 30日対比〕

人　　口	　　　９３６人　（− 2人）
　 男 	　　　　４７５人　（＋ 3人）
　 女 　　　　４６１人　（− 5人）
世 帯 数　　　６３１世帯（± 0戸）

こ
の
た
び
、
成
田　

直
人 

氏
が
令
和
７
年
10
月
１
日
付
け
で
旭
日
単

光
章
授
章
の
栄
に
浴
さ
れ
、
去
る
11
月
22
日
、
菊
池
村
長
よ
り
勲
記
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
田
直
人 

氏
は
昭
和
28
年
４
月
に
西
興
部
村
に
奉
職
し
、
住
民
課

長
、
産
業
課
長
等
を
歴
任
後
、
平
成
元
年
10
月
か
ら
平
成
９
年
４
月
ま

で
教
育
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
11
年
５
月
に
地
域
住
民
に
推
さ
れ
て
西
興
部
村
議
会

議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
31
年
４
月
ま
で
の
５
期
20
年
の
永
き
に
わ

た
り
在
職
し
、
こ
の
間
、
豊
富
な
経
験
と
卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ
て
村

政
及
び
地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
上
興
部
林
業
グ
ル
ー
プ
（
会
長　

岩
野　

健
一
氏
）
が
、

令
和
７
年
度
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
森
を
守
り
緑
に
親
し
む
功
労
者
）

を
受
賞
さ
れ
、
去
る
12
月
16
日
札
幌
市
内
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
興
部
林
業
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
48
年
に
結
成
さ
れ
、
分
収
林
の
造
成

を
は
じ
め
、
下
刈
や
徐
・
間
伐
施
業
を
通
じ
た
実
践
的
な
森
林
整
備
の

取
組
に
よ
る
森
林
の
健
全
育
成
や
、
林
道
の
草
刈
り
や
小
径
木
除
去
、

む
ら
興
し
ま
つ
り
で
の
木
こ
り
競
争
の
実
施
に
よ
り
、
森
林
や
林
業
の

理
解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

成
田
直
人

成
田
直
人
氏
が
氏
が

　　
  

「
旭
日
双
光
章
」

「
旭
日
双
光
章
」
をを

��

受
章
さ
れ
ま
し
た

受
章
さ
れ
ま
し
た

上
興
部
林
業
グ
ル
ー
プ
が

上
興
部
林
業
グ
ル
ー
プ
が

　　

  

「
北
海
道
社
会
貢
献
賞
」

「
北
海
道
社
会
貢
献
賞
」
をを

��

受
賞
受
賞
さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

宮崎県警察本部 生活安全部
特殊詐欺被害防止キャラクター

「だまされんＧ
じい

」


